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研究成果の概要（和文）： 

環境エネルギー問題の解決策の一つとして，再生可能エネルギー利用に関しての注目が高まっ
ているが，これらのうち，市民や生徒にも身近な太陽光や風力利用については，学校や社会教
育において啓発プログラムを早期に実施するのが得策と考えられる。ところが，学校教育現場
や一般市民を対象にした教材システムの開発が遅れている。そこで，データロガー機能内蔵ソ
ーラー街灯システムやデータロガー装置そのものの開発を行い，教育への応用を試みた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

A possible way to stand against environment and energy problems is to enlighten the young people who 

will be tackling these problems in the future.  To achieve the targets, some useful and interesting 

teaching examples for students have been introduced such as PVCs, LED lighting systems, and data 

logging systems to recognize our environment.  Some solar LED lighting systems were developed as 

the atractive and enjoyable educational materials for students and citizens. 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

2010 年度 500,000 150,000 650,000 

2011 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 

キーワード：環境教育，エネルギー教育，再生可能エネルギー，自然エネルギー，地球温暖化，

風力エネルギー，データロガー，太陽光発電 

 
１．研究開始当初の背景 

地球温暖化の問題は深刻さを増しており，
環境エネルギー問題の重大性は国民にも浸
透してきてはいるが，国の施策に期待しつつ，
国民一人一人としての問題の直接解決行動
には結びついていないのが現状と思われる。
国民の意識を変革するための「息の長い，裾
野の広い」学校および社会教育が必要と考え

られる。このような意味で，次世代を見つめ
た地球規模での環境エネルギー教育が急務
と考えられる。一方，環境エネルギー問題の
解決策の一つとして，再生可能エネルギー利
用に関しての注目が高まっているが，これら
のうち，市民や生徒にも身近な太陽光や風力
利用については，学校や社会教育において啓
発プログラムを早期に実施するのが得策と
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考えられる。ところが，学校教育現場におい
ては，この啓発プログラムの必要性は認識さ
れているものの，一体，何をどうすれば良い
のか，教材や教育ノウハウの開拓が遅れてい
るものと思われる。 
 

２．研究の目的 

環境エネルギー教育に適した教材を開発
し，これを用いた教育プログラムを実践する
ことにより，再生可能エネルギー利用の促進
を計る。ことに H23 年の東日本大震災以降，
エネルギー問題が脚光を浴びており，今後の
再生可能エネルギー利用の実現可能性のた
めにも啓発活動が必要となる。その際の教材
やプログラムは，学生や市民の関心を喚起す
るような具体例が効果的である。具体的には，
学校教育用の教材風車，太陽光発電応用設備
や環境測定装置などの開発および普及（なる
べく学生や市民の関心を喚起する上で有効，
かつ LED 照明などのように省エネ効果の高
いもの）をめざす。そのためには，以下の点
に考慮する。 

(1)  環境エネルギー教育の必要性を説き，実
際に身近な再生可能エネルギーの具体的な
利用量などの提示を行いながら啓発教育を
進めるとともに，関連の国際学会などを通し
て，世界中の研究者とも連携を図る。 

(2)  再生可能エネルギー利用の促進を図る
ためにその実態を広報する方法について具
体的課題について検討するとともに，その効
果を評価し，最適な教材システムを開拓する。 

 

３．研究の方法 

(1) 情報発信機能を兼ね備えた太陽電池 LED
街灯システムの開発および運用 

PIC 制御の安価な太陽光発電 LED 街灯が試
作され，構内で試運転中であるが，すでに簡
易的なデータロガーを基本機能として内蔵
しており，太陽光と街灯などの出力に対する
エネルギー収支のための基礎データ収集を
続ける。その知見をもとに，太陽電池，蓄電
池および出力容量の最適な決定について検
討を行う。また，負荷出力の変動要素例とし
ても，LED の照度アップやフルカラーLED の
組込などのハードウェア仕様の改良を行い，
本研究の目的の一つである，アクティブに情
報発信し，学生や市民にも，その存在を知ら
せるための工夫を引き続き展開する。例えば，
文字情報発信装置（電力収支や気象情報の表
示，登下校時の学生へのメッセージ表示機能
など）や季節，月日，時分秒などに合わせて
色情報を変動させる照明，各種センサーを応
用した市民啓発の機能（時計や人センサーと
連動した時報音楽演奏など）の付与を実現化
させる。さらに，最終的な仕様を確定後，地
方自治体などと連携して，校庭や公園，各種
イベントなどに設置して，学生や市民の反応

を探る。得られた成果を学会などにおいて発
表する。 
(2) SD 記録式データロガーを用いた風況ま
たは日射量測定，およびデータ収集 
小型で安価なＰＩＣ応用データロガーの

開発が終わり，量産の目処が立った。そこで，
ロット生産を進め，公共性の高い場所に設置
して得られるデータについての解析を行う。
その際，操作説明書やユーザインターフェー
スなどの利用環境についても操作が容易で
わかりやすい製品をめざす。設置運用に関し
ては，公設試や小中高等学校などに対して，
環境エネルギー教育への取り組み意欲の高
いところを選定し，設置されたサイトのそれ
ぞれの風況（または/ および日射量）データ
がリアルタイムで集計，表示できるようなシ
ステムを開発する。これまで共同研究を行っ
てきた国内外の大学研究者や風況調査専門
企業とも連携を模索する。 
 
４．研究成果 

(1)  太陽光発電LED街灯システムの改善 

 再生可能エネルギーの利用啓発をねらい，

すでに開発済みの簡易データロガー機能を内

蔵した太陽電池LED街灯システムの連続運用

試験および改良を行った。システムの連続運

転は可能であったが，些細な半導体トラブル

等により，一時期，運用停止状態に陥った経

緯もあり，信頼性の確保が重要である。結局

，長期にわたり安定して動作することが実証

できた意義は大きいが，さらなる耐久性の確

認が必要である。運用試験中の太陽光発電モ

ジュールの日々の発電状況や，その結果に応

じたLED街灯出力状況を解析することにより，

効率的な再生可能エネルギーの利用条件の知

見が得られた。これらの学術活動については

学会発表を行った。今後も継続して実験を行

い，基礎データの収集を計るとともに，さら

に効率的な運用条件の割り出しを極めたい。

これらの運転状況を周囲に知らせることによ

り，再生可能エネルギーの利用に関する認知

度を改善できるものと考えられる。そのため

のLED照明装置やLED表示装置の開発にも務め

，フルカラーLED素子をPIC制御した16×16マ

トリックス表示器の基本システムについて試

作し，知財関連手続きを行うとともに，学会

に報告した。さらに小型・省エネ化し，耐候

性に優れたシステム開発を進める必要がある

。 

(2)  データロガーの開発および風況測定 
 小型で安価なPIC応用データロガーの開発
を進め，今後の普及を図る方策についても検
討した。共同研究先の米国の大学研究室とも
連携を取り，装置の信頼性を高めることがで
きた。本製品について関心を寄せる風力事業



 

 

開発企業や住宅の省エネ推進関連企業などと
も今後，共同で利用促進を計っていく予定で
ある。 
(3)  教育現場における風況調査などがもたら
す環境エネルギー教育効果についての検証 
教育現場において，まずは身の回りの環境

データ，すなわち，風況や日射量，気圧，雨
量，天候などの気象データの計測から開始し，
その可能性を十分論じた上で，費用対効果を
考慮しながら，風車などの設備投資に踏み切
るのが常識的な社会施策と考えられる。いわ
ば，再生可能エネルギーの導入教育は，「環
境」「エネルギー」「技術」「倫理」「経済」「社
会」などの幅広い概念の総合教材として役立
つものと考察した。今後は，「風が吹く」の
も「お日さまが照る」のも資源として考えら
れるような豊かな人材を育成するための教
育が必要と考えられる。 
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